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東山書房：健康教室９月号 参照 

 

健康行事のお知らせ 

8/30(火)から 10/7(金)

まで、朝の読書の時間を利

用し、身体計測を実施しま

す。 

半そでの体育着上下測

定します。結果は、健康診

断結果とともに、健康票にて

お知らせします。 

★「発熱」と「高体温」は違う ★ 

・「発熱」…視床下部の温度センサーのセットポイ

ントが感染症等により上昇するために起こる。手足

は冷たくなり、震えを生じる。 

※体の中の免疫系を活性化して、防衛能力を上げ

る生理的な反応。 

・「高体温」…視床下部の温度センサーのセットポ

イントは上昇しないのに体温が上がる。高温多湿に

より熱放散ができないなどが原因。皮膚温が上昇

し、手足は温かくなる。 

★「発熱」を認めたとき★ 

① 発熱の他に症状があるか、新型コロナやインフル

エンザなど感染症の流行の有無、高温環境にさらされ

ていない等を確認。 

・他の症状がなく、本人も比較的元気なら、水分摂取

と涼しく換気の良い場所で経過観察も大切。 

・消耗や苦痛を伴う場合は、解熱も。 

※症状の悪化、41℃以上の発熱では、躊躇なく受診す

る。 

② 新型コロナ感染を疑い早く検査を受け（させ）よ

うとしがちだが、発症早期では病院で行う診断キッド

でも「陰性」を示すことがあり、「偽陰性」の可能性

がでてしまう。（インフルエンザでは、発熱後 12～24

時間の間に検査することが推奨されている。） 

急ぎすぎることなく、経過をみて受診させる。 

③ 現状では、新型コロナ感染症を疑い隔離が必要。 

④ 体温上昇が続く場合は、新型コロナ感染症の検査

が陰性で出ていても、繰り返し検査を受ける必要があ

る。 

★ ヒト（哺乳類）は恒温動物 ★ 

※恒温動物＝体温を一定に保つ 

・脳の視床下部の温度センサーが、「熱産生」と

「熱放散」により体温調節を行う。 

・「熱産生」…腹腔内蔵や筋肉で行われ、震えもそ

の一環。 

・「熱放散」…①体表面から赤外線として行われ

る。②発汗や呼吸で水分として放出。③外界の温度

を低下させる行動。 

★ 正常体温とは？ １日の変動は？ ★ 

ヒトの正常体温…平均 36.8 度 

※個人や①時間により②正常範囲に変動有 

 ①時間…朝低く、夕方に高くなる。 

 ②正常範囲…36.0 度から 37.8度 高齢者は低め 

💦 発熱 💦 

～コロナ、かぜ、熱中症？～ 

新百合ヶ丘総合病院救急センター長 伊藤敏孝先生 
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